
 

平成３０年度 指定管理者事業報告概要及び評価 

報告期間：平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日 

 

施 設 名 大和市草柳児童館 

指定管理者 大和市コミュニティセンター草柳会館管理運営委員会 会長 齋藤 正果 

指 定 期 間 平成２９年４月１日～令和４年３月３１日 

 

１．事業報告概要 

  【業務実施状況】 

・児童館施設の承認に関する業務 

児童館名 幼児 小学生 中学生 
 その他 

（高校生付

添父母等） 

合 計 
１日平均

（人） 
開館日数 

草柳 366 3,895 560 407 5,228 17 305 

 

・児童館の事業および管理運営に関する業務 

火曜日～金曜日と日曜日正午～午後５時３０分まで、土曜日は午前１０時～午後５時３０分まで（月

曜日と１２月２９日～１月３日の休館日を除く）職員 1名以上の常時配置、児童館としての自主事業

の実施および児童の遊びや生活の指導、施設内巡回、消防訓練の実施、施設内の安全確保について仕

様書に定めるとおり適切に実施した。 

 

・自主事業の計画及び実施（主な事業） 

事 業 名 開催期間 参加者数 

工作（羽の長い鶴を作ろう） 4/21～26 11人 

母の日のプレゼント作り（大切な人へのメッセージ） 5/8～12 32人 

父の日のプレゼント作り（ペットボトルマーカー） 6/9～17 49人 

七夕のつどい（紙飛行機飛ばし・スイカ割り） 7/7 22人 

安心安全こども映画会(生活あんしん課・子ども部会共催) 7/19 21人 

夏休み工作（ひまわりの貯金箱） 8/7～16 17人 

卓球大会（トーナメント戦） 9/12 8人 

ハロウィン工作(かぼちゃのポンポン) 9/30～10/7 39人 

工作（フェルトで作るオリジナルオーナメント） 11/23～30 19人 

クリスマス会(子ども部会共催) 

バルーンショー、じゃんけんゲーム他 
12/2 208人 

干支工作(いのししの飾り) 1/19～27 14人 

節分ゲーム大会(お手玉ペタンクで鬼退治) 2/3 9人 

おひなさま工作（アイロンビーズのおひなさま） 2/14～20 34人 

春休みクッキング（プチパンケーキをデコレーション） 3/26,27 15人 

【事業実施状況に関する補足説明】 

 特になし 



２．収支決算概要                                                               （単位：円） 

収   入 支   出 

指定管理料 

（市が指定管理者に払った金額） 2,640,000 

雇用関連経費 
（指定管理者が雇用している職員の

給料、諸手当、福利厚生費等の金額） 2,506,961 

雑入 

（預金利息等） 0 

事業費 
（指定管理者がイベント等事業実施

のために支出した金額） 120,785 

収入計（①） 2,640,000 支出計（②） 2,627,746 

    

収支決算    12,254 

  ※収支差額 12,254円は、令和元年度特別会計に繰り入れます。 

 

【収支決算に関する補足説明】 

特になし 

 

３．管理運営に対する評価等 

  指定管理者の管理運営に対する市の評価は次のとおりです。 

  評価にあたっては、平成３１年３月に利用者アンケートを実施し、平成３０年度事業について利用者 

より意見聴取を行いました。 

評価の視点１：施設を利用する者に対し、平等な利用の確保及びサービスの向上が図られたか 

・施設の利用事務については、条例等に則り適切に行なわれています。 

・日頃の事業については、年 6 回「児童館だより」の発行やポスターの室内掲示等、幅広く事業を

周知させ、サービス向上に取り組んでいる点を評価します。 

・利用者アンケートの配布数が昨年度と同数、回収率も前年度同様 100.0％を維持している点を高

く評価します。（H29年度 50枚、H30年度 50枚） 

・「スタッフの対応」については、利用者アンケート回答者の 100.0％が「よい」～「ふつう」と回

答しており、継続して高い水準を維持している点を高く評価します。 

・児童館利用の人数が前年度比 100．1％と維持出来たことを高く評価します。成果のあった取り組

みについて振り返り、更なる発展に活かしてください。 

評価の視点２：施設の効用が最大限に発揮された事業運営が行われたか 

・様々な自主事業を実施し、地域での青少年健全育成に努めています。また、児童の生活指導に力

を入れている点を評価します。特に指導員全員が指導内容の統一を意識し努力している点を高く

評価します。 

・「卓球大会」について、審判や採点等を児童に手伝ってもらうなど、児童が運営や企画を行い主体

的に行事に参加できる工夫が見られます。 

・共同作品の工作では、児童が協力してひとつの物を作る喜びや達成感を感じてもらえるように努

めている点は高く評価します。今後も継続的な実施を期待します。 

評価の視点３：施設の適切な維持及び管理が図られたか 

・日常の清掃が適切に行なわれる等、施設を維持するための取り組みが見られます。 

・利用者に物を大切に扱うよう働きかけるなど、引き続き生活指導としての取り組みを継続してく

ださい。 

評価の視点４：施設の管理を安定して行う人員、資産その他の経営の規模及び能力を有しているか 

・施設の管理運営を安定的に行う上で十分な財務状況と判断します。 

・指定管理会計の収支決算は適切に処理されています。 

 


